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農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

主な内容
　名誉市民江間章子さん 生誕100年迎える
　思い出を振り返り記念行事…２～３㌻



■　

平
舘
が
「
生
ま
れ
故
郷
」

　

江
間
章
子
さ
ん
は
大
正
２
年
３
月
13

日
、
新
潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）で
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
大

正
４
年
に
父
が
急
逝
。
母
の
実
家
が
あ
る

平
舘
村
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
出
身
地
に
つ
い
て
江
間
さ
ん
は
、「
平

舘
が
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
す
」と
、
よ
く

話
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

江
間
さ
ん
は
、「
春
へ
の
招
待
」「
夏
の

思
い
出
」「
花
の
街
」を
は
じ
め
、
生
涯
を

通
し
、多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
発
表
。

平
成
17
年
３
月
12
日
、
享
年
91
歳
で
息
を

引
き
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
書
籍
や
詩
碑
な

ど
で
、
そ
の
世
界
観
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

名
誉
市
民 
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子
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ん 

生
誕
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０
０
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３
月
13
日
、
新
潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）

で
、
陸
軍
大
尉・
長
谷
川
勝
三
郎
と
妻
リ
ツ

の
長
女
と
し
て
出
生

父
急
逝
。
平
舘
村（
現
在
の
平
舘
地
区
）の
母

の
実
家（
高
橋
家
）に
移
住
。
以
後
、
こ
の
地

を
出
身
地
と
す
る
。

平
舘
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。

静
岡
県
へ
転
居
。
静
岡
県
立
静
岡
高
等
女
学

校
に
入
学

国
際
問
題
研
究
所
に
勤
務

第
１
詩
集「
春
へ
の
招
待
」（
Ｖ
Ｏ
Ｕ
出
版

社
）。
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
と
交
流

平
舘
村
に
疎
開（
３
月
）。
終
戦
、
帰
京
。

「
夏
の
思
い
出
」Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
歌
謡
で
放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
婦
人
の
時
間
」で「
花
の
街
」発
表

西
根
第
一
中
学
校
校
歌
を
作
詞（
１
月
24
日

制
定
）

平
舘
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
賛
歌
を

作
詞（
７
月
１
日
制
定
）

「
ベ
コ
の
舌
」「
水
と
風
」詩
碑
建
立（
７
月
30

日
、焼
走
り
キ
ャ
ン
プ
場
・
平
舘
公
民
館
前
）

西
根
第
一
中
学
校
校
歌
歌
碑
建
立

東
京
都
世
田
谷
区
名
誉
区
民

「
ハ
ナ
コ
」詩
碑
建
立（
11
月
２
日
、
い
こ
い

の
村
岩
手
）

「
夏
の
思
い
出
」詩
碑
建
立（
８
月
23
日
、
群

馬
県
片
品
村
）

西
根
町
名
誉
町
民
伝
達
式（
11
月
２
日
、
西

根
町
役
場
）

「
花
の
街
」詩
碑
建
立（
10
月
１
日
、
ポ
エ
ト

リ
ー
ガ
ー
デ
ン
）

第
１
回
少
年
少
女
の
詩
「
江
間
章
子
賞
」
授

与
式
に
出
席（
10
月
21
日
、西
根
町
民
体
育
館
）

「
江
間
章
子
全
詩
集
」出
版（
宝
文
館
出
版
）

３
月
12
日
、
午
前
５
時
49
分
、
東
京
都
内
の

病
院
で
死
去
。
享
年
91
歳

西
根
町
名
誉
町
民
・
故
江
間
章
子
さ
ん
を
し

の
ぶ
会
（
５
月
17
日
、
西
根
町
民
体
育
館
）

市
名
誉
市
民（
９
月
１
日
、
３
町
村
合
併
に

よ
る
）

「
し
ぐ
れ
る
山
」詩
碑
建
立（
４
月
、
七
時
雨

地
区
体
験
観
光
施
設
前
）

江
間
章
子
さ
ん
の
生
涯
と
足
跡

多
く
の
作
品
と
功
績
を
残
し
た
名
誉
市
民
の
江
間
章
子
さ
ん

※
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
故
江
間
章
子
さ
ん
の
生
誕

か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
こ
と
し
、
市
内
で
各
種
記

念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
事
で
は
、
多
く
の
人

が
江
間
さ
ん
と
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
た
ほ
か
、
あ

ら
た
め
て
そ
の
功
績
の
大
き
さ
を
知
り
ま
し
た
。
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第
16
回
少
年
少
女
の
詩「
江
間
章
子
賞
」 

入
賞
作
品（
敬
称
略
）

◎
江
間
章
子
賞　
◆
小
学
校
▼
低
学
年　

津
志
田
陸
斗（
寺
田
小
１
年
）「
お
ば
あ
さ

ん
」
▼
中
学
年　
小
野
寺
騎
良（
寺
田
小

３
年
）「
か
」
▼
高
学
年　
伊
藤
愛
唯（
柏

台
小
５
年
）「
き
こ
え
て
い
る
は
ず
な
の

に
き
こ
え
な
い
声
」
◆
中
学
校　
末
永
夏

貴（
一
関
第
一
高
付
属
中
２
年
）「
車
窓
」

◎
市
長
賞　
◆
小
学
校
▼
低
学
年　
渡
辺

瑛
大（
大
更
小
２
年
）「
ま
ほ
う
の
畑
」
▼

中
学
年　
工
藤
咲
花（
寺
田
小
３
年
）「
時

計
」
▼
高
学
年　
伊
藤
成
哉（
平
笠
小
６

年
）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
◆
中
学
校　
安

保
星
奈（
安
代
中
３
年
）「
戦
争
」

◎
市
教
育
長
賞　
◆
小
学
校
▼
低
学
年　

工
藤
李
空（
柏
台
小
１
年
）「
ぼ
く
は
ダ
イ

バ
ー
」
▼
中
学
年　
佐
々
木
悠
奈（
寺
田

小
３
年
）「
ち
が
う
学
校
の
弟
」
▼
高
学

年　
高
橋
花
凛（
大
更
小
６
年
）「
言
葉
」

◆
中
学
生　
佐
々
木
七
海（
宮
古
市
立
第

一
中
２
年
）「
心
の
力
を
あ
り
が
と
う
」

■　

在
り
し
日
の
姿
懐
か
し
む

　

江
間
さ
ん
が
生
誕
し
、
こ
と
し
で

１
０
０
年
。
江
間
さ
ん
と
交
流
が
あ
っ
た

団
体
な
ど
が
、
そ
の
思
い
出
と
作
品
を
振

り
返
ろ
う
と
、記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
に
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

に
し
ね
童
謡
を
歌
う
会（
松
舘
巖
会
長
）が

中
心
と
な
り
、碑
前
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
花
の
街
」詩
碑
が
あ
る
ポ
エ
ト
リ
ー
ガ
ー

デ
ン（
市
立
図
書
館
隣
）で
、
会
員
ら
約
30

人
が
、
江
間
さ
ん
作
詞
の
５
曲
を
合
唱
。

音
楽
に
合
わ
せ
、
歌
詞
の
美
し
さ
を
表
現

し
ま
し
た
。

　

同
月
13
日
に
は
、
市
山
岳
協
会（
髙
橋

時
夫
会
長
）が
主
催
し
、「
生
誕
１
０
０
年

記
念　
詩
碑
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」「
な
つ
か
し

の
映
像
に
思
い
を
寄
せ
る
集
い
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
は
、
市
内
外
の
約
60
人
が
参

加
。
市
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
詩
碑
６
カ

所
を
巡
り
、
同
協
会
員
ら
が
、
詩
に
込
め

ら
れ
た
思
い
や
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
集
い
で
は
、

記
録
映
像
を
上
映
。
参
加
者
は
、
江
間
さ

ん
と
本
市
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

■　

脈
々
と
受
け
継
ぐ
詩
の
心

　

市
で
は
、
11
月
３
日
、「
江
間
章
子
生

誕
１
０
０
年
記
念
事
業
」を
西
根
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
江
間
さ
ん
の
功
績
を
映
像
や

作
品
の
歌
唱
で
紹
介
。
江
間
さ
ん
の
親
族

で
、
関
東
に
在
住
す
る
荒
木
瑛
子
さ
ん

（
二
女
）と
成
田
敦
子
さ
ん（
三
女
）も
来
場

し
、
在
り
し
日
の
江
間
さ
ん
を
し
の
び
ま

し
た
。ま
た
、第
16
回
少
年
少
女
の
詩「
江

間
章
子
賞
」授
与
式
も
行
わ
れ
、
応
募
総

数
３
９
１
編
か
ら
選
ば
れ
た
３
部
門
12
人

に
、
成
田
さ
ん
ら
か
ら
表
彰
状
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た（
受
賞
者
と
作
品
名
は
下
の

ありがとう 江間さん

と
お
り
）。

　
そ
の
後
、
入
賞
者
が
作
品
を
朗
読
。
出

席
者
は
、
感
性
豊
か
な
詩
の
内
容
に
聞
き

入
り
、
事
業
の
最
後
に
は
、
来
場
者
全
員

で
「
夏
の
思
い
出
」
を
合
唱
し
、
江
間
さ

ん
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

江間さんが作詞した校歌を合唱する西
根第一中学校の生徒

碑前祭で合唱を披露（10 月 1 日、
ポエトリーガーデン）

詩碑めぐりツアーで説明を受ける
参加者の皆さん（10月13 日、焼走
りキャンプ場）

作品と功績を紹介した「江間章子の
世界展」（10月13日、西根地区市民
センター）

花束を受け取る江間さんの親族の荒木
瑛子さん（手前右）と成田敦子さん【11
月３日、西根地区体育館】

映像で江間さんをしのぶ出席者（11
月３日、西根地区体育館）
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ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
　
農
事
功
績
が
顕
著
な
農
業
従
事
者
に
贈
ら

れ
る
緑り
ょ
く
は
く
じ
ゅ

白
綬
有
功
章
の
表
彰
式
が
11
月
22

　
市
教
育
委
員
会
委
員
に
遠
藤
健

悦
氏（
70
）＝
寺
田
＝
と
高
橋
ま
ゆ

み
さ
ん（
48
）＝
畑
＝
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
11
月
15
日
か
ら
平
成

29
年
11
月
14
日
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
11
月
15
日
現
在
の
教
育

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称

略
）。

■
市
教
育
委
員
会
委
員

▽
委
員
長　
小
山
田
洋
子
▽
委
員

長
職
務
代
理
者（
第
１
順
位
）　
伊

藤
政
行
▽
同（
第
２
順
位
）　
羽
澤

憲
英
▽
委
員　

宮
野
朋
士
▽
同　

高
橋
ま
ゆ
み　

▽
同（
教
育
長
＝

再
任
）　
遠
藤
健
悦

遠藤健悦氏と高橋まゆみさん
市教育委員会委員に再任

叙
勲
・
褒
章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

消防功労　瑞宝単光章

　伊
いとう
東　清

きよし
 さん

元・西根町消防団

＝駅前二区＝　82歳　
　伊東さんは、昭和24年に大更村
消防団に入団。49年に西根町消防
団副分団長、同年から60年まで分
団長を務められました。
　西根村への合併、町制移行など
環境が変わる中、消防団員として、
まちの防火のために寄与されてき
ました。伊東さんは、「家族と団
員の協力があり、続けてこられま
した。皆さんの力添えがあってこ
その受章です」と、感謝の気持ち
を言葉にしました。

消防功労　瑞宝単光章

関
せき
　輝

てる お
夫 さん

元・安代町消防団

＝寄木＝　81歳　
　関さんは、昭和23年に荒沢村消
防団に入団。48年に安代町消防団
副分団長、50年から62年まで分団
長、本部分団長を歴任しました。
　分団長を務めていた際、団員を
集めることに苦労したという関さ
ん。「若い人たちは、つい外の方
に意識が向かいがちですが、誰か
が地域、ふるさとを守らなければ
なりません。そのことを忘れない
でほしいです」と、若い世代に期
待を込めていました。

遠藤 健悦 さん

高橋 まゆみ さん

リ
ン
ド
ウ
生
産
に
長
年
の
尽
力

工
藤　
雄
さ
ん
緑
白
綬
有
功
章

表彰状を手にする工藤　雄さん（左）
と妻の光子さん

日
、
東
京
都
・
石
垣
記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
工
藤　

雄
さ
ん

（
69
）＝
苗
代
沢
＝
が
選
ば
れ
、
表
彰
状
と
メ

ダ
ル
を
受
章
し
ま
し
た（
県
内
か
ら
は
、
工

藤
さ
ん
を
含
め
て
２
人
が
受
章
）。

　
工
藤
さ
ん
は
、『
安
代
り
ん
ど
う
』の
種
苗

の
生
産
技
術
向
上
や
、
県
農
業
士
と
し
て
担

い
手
の
育
成
な
ど
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。受
章
に
あ
た
り
、

工
藤
さ
ん
は
、「
リ
ン
ド
ウ
の
生
産
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
市
場
関
係
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、
に
こ
や
か
に
語
り
ま
し
た
。
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農業発展のため力を合わせよう
市農業委員会が建議要望書提出

　
江
間
章
子
生
誕
１
０
０
年
記
念
市
民
憲

章
推
進
大
会
が
11
月
３
日
、
西
根
地
区
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
３
０
０
人
が
出
席
。
市
民

憲
章
を
唱
和
し
た
後
、
市
の
発
展
に
寄
与

し
た
７
人
・
４
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
市
民
交
流
の
集
い
」で
岩
手
山
神

社
山
伏
神
楽
の
披
露
や
、
市
山
岳
協
会
の

高
橋
時
夫
会
長
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

■
市
勢
功
労
者
表
彰

◇
功
労
表
彰　
滝
川
紀
昭（
西
根
寺
田
）

◇
特
別
表
彰　
齊
藤
弘
希（
清
水
）、
小
林

諭
果（
柏
台
）、
西
根
第
一
中
学
校
相
撲
部

◇
善
行
表
彰　
畠
山
明（
平
舘
）

◇
功
労
お
よ
び
善
行
に
係
る
感
謝
状　
金

森
幸
子（
東
京
都
）、
高
橋
昭（
二
戸
市
）、

市
建
設
協
同
組
合
、
県
立
平
舘
高
校

■
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

菅
原
一
兄（
柏
台
）、
七
時
雨
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
ク
ラ
ブ

市勢功労者表彰を受賞した皆さん

100歳おめでとうございます

　伊藤スミさんの長寿祝い金贈呈式が11月１日、
自宅で行われ、家族や関係者がスミさんの100歳
を祝いました。
　スミさんは、子ども５人を育てながら、農業
に励み、コメや葉タバコを栽培。孫12人、ひ孫
20人に恵まれています。長寿の秘けつについて、
家族の方は、「ひ孫と一緒に生活していること
が張り合いになっていると思います」と、家族
との絆の大切さを一番に挙げてくれました。

伊
藤 

ス
ミ 

さ
ん

大
正
２
年
11
月
１
日
生
ま
れ　
＝
繋
沢
＝

市
民
憲
章
推
進
大
会
を
開
催
し

７
人
・
４
団
体
に
表
彰
状
授
与

「市民交流の集い」では岩手山
山伏神楽が披露されました

　
市
農
業
委
員
会
が
11
月
18
日
、
市

へ
建
議
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
農
業
委
員
会
の
髙
橋

守
男
会
長
ら
委
員
４
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
農
地
の
保
全
や
花
き
の
生
産

振
興
、
畜
産
の
振
興
な
ど
17
項
目
に

つ
い
て
、
田
村
正
彦
市
長
を
は
じ
め

と
す
る
市
の
関
係
者
に
要
望
。
そ
の

後
、
出
席
者
は
、
市
の
農
政
課
題
の

解
決
や
農
業
の
発
展
に
向
け
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
で
は
、
こ
の
建
議
要
望

に
対
し
て
回
答
す
る
予
定
で
す
。

高
橋
守
男
会
長（
右
）が
田
村
正
彦

市
長
へ
要
望
書
を
提
出

伊藤スミさんとひ孫の春紀君
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相
談
窓
口

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

で
す
。
住
基
カ
ー
ド
は
、
次
の
よ
う
な
際
に

利
用
で
き
ま
す
。

❶
写
真
付
き
の
も
の
は
、
公
的
な
身
分
証
明

書
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
の
際
の
本
人

確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

❷
住
民
票
の
写
し
の
交
付
や
転
入
手
続
き
の

際
の
本
人
確
認
と
な
り
ま
す
。

❸
住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書（
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
）を
追
加
す
る
と
、
電
子
申

請（e-Tax

な
ど
）に
利
用
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
は
、
５
０
０
円

で
す
。
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
市
民

課
戸
籍
住
民
係（
☎
・
内
線
１
１
２
６
～

１
１
２
８
、１
１
３
１
）ま
で
。

住民基本台帳カードをつくりませんか

　
田
山
保
育
所
の
外
壁
張
り
替
え
工
事

が
、
10
月
上
旬
で
終
了
し
ま
し
た
。
壁

は
、
ク
リ
ー
ム
色
を
基
調
と
し
、
中
心

に
ピ
ン
ク
色
の
ラ
イ
ン
を
用
い
た
配
色

に
仕
上
が
り
、
よ
り
明
る
い
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
水
力
発
電
所
な
ど
が

あ
る
自
治
体
に
交
付
さ
れ
て
い
る
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
利
用
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
松
尾
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
備
整
備

事
業
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

田山保育所の壁がかわいらしい色に

ピカピカになった田山保育所の外壁

障
と
税
の
一
体
改
革
関
係
）」の
特
集
ペ
ー

ジ（http://www.nta.go.jp/shirab
eru/ippanjoho/pamph/shohi/kais
ei/201304.htm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
内
閣
府
で
は
、「
消
費
税
価
格
転

嫁
等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」を
設
置

し
、
事
業
者
・
消
費
者
の
方
々
か

ら
の
消
費
税
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
内
容　

転
嫁
に
関
す
る
こ

と
、
広
告
・
宣
伝
に
関
す
る
こ
と
、

消
費
税
の
総
額
表
示
に
関
す
る
こ

と
、
便
乗
値
上
げ
に
関
す
る
こ
と

な
ど

■
電
話
番
号　
０
５
７
０
・
２
０

０
・
１
２
３　

※
通
話
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

■
受
付
時
間　

土
、
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で（
26
年
の
３
月
と
４
月

は
、
土
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。）　

■
メ
ー
ル
で
の
相
談　

ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム（http://www.tenkaso

udan.go.jp/#mail

）か
ら
も
、
問

い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
、

消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁（
増
税

分
を
価
格
に
適
正
に
反
映
さ
せ
る
）を
確

保
す
る
た
め
、
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措

置
法
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

１
．
総
額
表
示
義
務
の
特
例

　
現
在
は
、
消
費
税
が
含
ま
れ
た
総
額
表

示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
税
込

み
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た
め
の

措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
税
込
み
価
格
に

よ
る
表
示
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
特

例
で
す
。

■
税
込
み
価
格
に
よ
る
表
示
を
し
な
く
て

も
よ
い
例

○
○
円（
税
抜
）、○
○
円+

消
費
税 

な
ど

２
．
転
嫁
拒
否
な
ど
に
関
す
る
措
置

　
事
業
者
間
の
取
り
引
き
で
、
税
率
の
引

き
上
げ
分
の
転
嫁
を
拒
ん
だ
り
、
チ
ラ
シ

や
店
頭
で
転
嫁
を
阻
害
す
る
表
示（
例
え

ば
、「
消
費
税
還
元
セ
ー
ル
」な
ど
の
表
示
）

を
規
制
す
る
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら
せ
（
社
会
保

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に

引
き
上
げ
に
合
わ
せ
特
別
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
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24年度し尿処理事業の概要
（平成25年３月末現在）

市町名 件　数 収集量（㍑）

八幡平市 18,647 17,731,630

葛巻町 2,789 3,059,360

岩手町 10,484 7,803,975

盛岡市
（玉山区） 6,847 6,291,350

合　計 38,767 34,886,315

24年度介護保険事業の概要（25年３月末現在）

市町名
第 1 号 被
保険者（65
歳 以 上 ）
の 人 数

要 介 護 ・
支 援 認 定
者数（うち
第 ２ 号 被
保険者数）

65歳以上
の 要 介 護
認 定 者 率

介 護 サ ー
ビ ス 利 用
者数（うち
第 ２ 号 被
保険者数）

65歳以上
の 要 介 護
認 定 者 の
サ ー ビ ス
利 用 割 合

介 護
サ ー ビ ス
給 付 費
総 額

八幡平市 9,237人   1,826人   
（54人） 19.2％   1,467人

（28人） 81.2％ 28億6,937
万円

葛巻町 2,730人      616人
（22人） 21.8％      450人

（9人） 74.2％ 7億8,809
万円

岩手町 4,822人      986人
（38人） 19.7％      836人

（29人） 85.1％ 15億8,051
万円

合　計 16,789人   3,428人
（114人） 19.7％   2,753人

（66人） 81.1％ 52億3,797
万円

盛 岡 北 部
行政事務組合

■一般会計
　歳入は総額６億4,172万円
で、そのうち最も多いのが分
担金および負担金４億3,105
万円（67.2％）です。
　また、歳出は総額６億2,162
万円で、し尿処理に係る衛生
費４億716万円（65.5％）が最
も多くなっています。
■介護保険特別会計
　歳入は総額57億2,443万円
で、そのうち最も多いのが、
社会保険診療報酬支払基金か
ら交付される支払基金交付金

の15億3,133万円（26.8％）で
す。
　また、歳出は総額56億8,110
万円でした。そのうち、居
宅介護サービス費（19億6,433
万円）と施設介護サービス費

（26億3,542万円）の合計が、
全体の約８割を占めています。
　なお、両会計の歳入・歳出
の内訳、し尿処理や介護保険
事業の概要は、下に示すとお
りです。
　詳しくは、盛岡北部行政事
務組合（☎74-2716）まで。

平成24年度決算
　本市、葛巻町、岩手町および盛
岡市（玉山区）の４市町で運営して
いる盛岡北部行政事務組合の平成
24年度一般会計と介護保険特別会
計の決算を紹介します（1万円未満
は四捨五入していますので、合計
が合わないことがあります）
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各課からのHOT LINE

本格的な冬のシーズン
除雪作業に理解と協力を ●詳しくは

　松尾総合支所内建設課管理係（☎・内線2512）

　
市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な

ど
の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

▼
早
朝
か
ら
作
業
を
し
ま
す

　
朝
の
通
勤・
通
学
路
を
確
保
す
る

た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま

す
。
作
業
に
よ
る
騒
音
へ
の
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　
作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
中

の
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
で

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宅
地
内
や
周
辺
の
除
雪
に
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
な

ど
に
除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
宅
地
入
口
な

ど
は
、
各
家
庭
で
除
雪
さ
れ
る
よ

う
、
ご
協
力
願
い
ま
す（
路
面
が
で

こ
ぼ
こ
に
な
る
な
ど
危
険
な
の
で
、

雪
は
道
路
に
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
）。

　
ま
た
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
を
防
ぐ

た
め
の
雪
止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

排
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や

事
業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料

で
屋
根
の
雪
降
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、

私
道
な
ど
の
除
雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
料
金　
左
の
表
を
参
照

■
申
し
込
み　

市
建
設
協
同
組
合

（
☎
７
０
・
２
２
１
１
）ま
で
。

身
近
な
雪
捨
て
場
を
開
放

　
市
は
、
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
住
宅
が
あ
る
人
で

あ
れ
ば
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
活
用
く
だ
さ
い
。

■
雪
捨
て
場　
下
の
地
図
を
参
照

■
利
用
時
間

▽
西
根
地
区（
❶
）　
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で【
平
成
26
年
３
月
31

日
㈪
ま
で
】

▽
松
尾
地
区（
❷
・
❸
）　
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
❶
の
雪
捨
て
場
は
、
５
㌧
以
上
の

車
両
は
進
入
不
可
。
チ
ェ
ー
ン
な
ど

の
滑
り
止
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住宅周辺、生活私道の排除雪サービス料金

屋根の雪降ろし
1 時間単価 2,100 円
1 日単価 16,800 円

作業・機種 １時間単価

住宅排除雪運搬

2㌧ 車 6,825 円

4㌧ 車 8,400 円

10㌧ 車 11,550 円

ホイールローダ
（バケット使用）

小型 12,285 円

中型 14,910 円

大型 20,370 円

ホイールドーザ
（排土板使用）

小型 14,910 円

中型 20,370 円

大型 26,670 円

乗用ロータリ

小型 15,435 円

中型 22,470 円

大型 43,470 円

ハンドガイド式
手押ロータリ 小型 10,080 円
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各課からのHOT　LINE

　
市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な

ど
の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

▼
早
朝
か
ら
作
業
を
し
ま
す

　
朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す
る

た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま

す
。
作
業
に
よ
る
騒
音
へ
の
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　
作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
中

の
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
な

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宅
地
内
や
周
辺
の
除
雪
に
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に

除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
宅
地
入
口
な
ど
は

各
家
庭
で
除
雪
す
る
よ
う
協
力
く
だ

さ
い
（
そ
の
と
き
に
は
、
路
面
が
で

こ
ぼ
こ
に
な
る
な
ど
危
険
な
の
で
、

雪
は
道
路
に
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
）
。
ま
た
、
屋
根
か
ら
の
落

雪
を
防
ぐ
た
め
の
雪
止
め
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や

事
業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料

で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、

私
道
な
ど
の
除
雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
料
金
　
左
表
を
参
照

■
申
し
込
み
　
市
建
設
協
同
組
合

（

　

－

２
２
１
１
）
ま
で
。

７０

　
市
は
、
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
市
指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
市
内
に
住
宅
が
あ
る
人

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
の

で
活
用
く
だ
さ
い
。

■
雪
捨
て
場
所
　
下
の
地
図
を
参
照

■
利
用
時
間

▽
西
根
地
区（

）　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
　
年
３
月
　
日

ま
で
）

２４

３１

▽
松
尾
地
区（

・

）
　
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時

※

の
雪
捨
て
場
は
、
５
㌧
以
上
の

　
車
両
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
滑
り
止
め
を
準

　
備
し
て
く
だ
さ
い
。

排
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

安心な冬道のために
除雪作業に理解と協力を

　●詳しくは

　　市役所建設課管理係（・内線２５１２）

身
近
な
雪
捨
て
場
を
開
放

市
指
定
の「
雪
捨
て
場
」

平舘地区・旧学校給食セ

　ンター跡地

柏台二丁目緑地公園市道前森線敷地の赤川橋

　付近

※この料金は、いずれも標準料金であり、地域や積雪の
　状況、難易度により変更になる場合があります。業者
　から事前に現地を見てもらい、見積りを確認してから
　依頼してください。

■住宅周辺、生活私道の排除雪サービス料金

　屋根の雪おろし（１人当たり）

　２，０００円１時間単価

１６，０００円１日単価

１時間単価作業・機種

　６，７２０円２㌧車

住宅排除雪運搬 　８，１９０円４㌧車

１１，０２５円１０㌧車

１２，０７５円小型

ホイールローダ

（バケット使用）
１４，７００円中型

１８，９００円大型

１４，７００円小型

ホイールドーザ

（排土板使用）
１９，９５０円中型

２６，２５０円大型

１５，１２０円小型

乗用ロータリ ２２，０５０円中型

４２，５２５円大型

　９，９７５円小型
ハンドガイド式

手押ロータリ

はちまんたい広報11

Sports

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）


県
高
等
学
校
新
人
大
会

■
テ
ニ
ス
（
　
月
６
～
８
日
、
盛

１０

岡
市
・
県
営
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ほ
か
）

【
男
子
】▽
ダ
ブ
ル
ス

日
戸
祐
介

（
盛
岡
南
１
年
、
西
根
中
卒
）ほ
か

■
柔
道
（
　
月
　
・
　
日
、
花
巻

１０

２１

２２

市
・
花
巻
総
合
体
育
館
）

【
女
子
】▽
個
人
　
㌔
級

遠
藤
真

７８

那
美
（
盛
岡
中
央
１
年
、
西
根
第

一
中
卒
）

■
レ
ス
リ
ン
グ
（
　
月
５
・
６
日
、

１１

宮
古
市
・
市
民
総
合
体
育
館
）

【
男
子
】▽
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
　
㌔
６０

級

伊
藤
友
博
（
盛
岡
工
業
２
年
、

西
根
第
一
中
卒
）
▽
同
　
㌔
級


６６

遠
藤
貴
哉
（
盛
岡
工
業
２
年
、
西

根
第
一
中
卒
）


ダ
ン
ロ
ッ
プ
カ
ッ
プ
全
日
本
選

抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

県
予
選
会
兼
東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
会
（
　
月
１０

８
・
９
日
、
花
巻
市
・
花
巻
広
域

公
園
運
動
広
場
コ
ー
ト
ほ
か
）

【
男
子
】▽
シ
ン
グ
ル
ス
▽
　
歳
以

１４

下

福
士
海
渡
（
西
根
中
１
年
）

▽
　
歳
以
下

祖
利
目
大
晟
（
寄

１２
木
小
５
年
）

※
来
年
３
月
　
日
か
ら
宮
城
県
で

２８

　
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
出
場

ク
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

【
女
子
】▽
一
般
Ａ
級

小
野
寺
晶

子
・
伊
藤
泰
子
組
（
は
ち
ま
ん
た

い
Ｔ
Ｃ
）

中
村
ま
き
子
・
小
野

明
子
組
（
は
ち
ま
ん
た
い
Ｔ
Ｃ
）


県
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
（
　
月
１０

　
日
、
盛
岡
市
・
県
営
運
動
公
園

２３ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
場
）

【
男
子
】▽
ミ
ド
ル
一
般

石
坂
晋

哉（
安
比
高
原
）

【
女
子
】▽
ミ
ド
ル
一
般

髙
橋
真

由
美
（
下
町
一
区
）
▽
エ
キ
ス
パ

ー
ト
一
般

畠
山
千
怜（
両
沼
）


全
国
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
大
会
Ｉ
Ｎ
鹿
角

兼
鹿
角
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン

バ
イ
ン
ド
大
会
（
　
月
　
～
　
日
、

１０

２８

３０

秋
田
県
鹿
角
市
）

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

【
男
子
】▽
成
年

小
林
潤
志
郎

（
東
海
大
２
年
、
松
尾
中
卒
）

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

▽
一
般

永
井
秀
昭
（
岐
阜
日
野

自
動
車
、
田
山
中
卒
）
▽
中
学
生


小
林
陵
侑
（
松
尾
３
年
）

■
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

【
男
子
】◇
ス
プ
リ
ン
ト
１
㌔
▽
小

学
３
・
４
年

吉
田
優
翔（
田
山
）

▽
同
１
・
２
年

安
保
翔（
田
山
）


安
保
瑠
粋（
田
山
）◇
デ
ィ
ス
タ


東
北
高
等
学
校
選
抜
大
会

■
相
撲
（
　
月
　
日
、
宮
城
県
登

１０

１５

米
市
）

◇
個
人
▽
１
０
０
㌔
以
上
級

上

山
陽
平
（
盛
岡
農
業
１
年
、
西
根

中
卒
）


東
北
高
等
学
校
新
人
大
会

■
カ
ヌ
ー
（
　
月
　
・
　
日
、
福

１０

２２

２３

島
県
二
本
松
市
）

【
男
子
】▽
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア

不

来
方（
齋
藤
弘
希【
１
年
、
安
代
中

卒
】ほ
か
）


県
Ａ
・
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
　
月
　
・
　
日
、

１０

２２

２３

北
上
市
・
和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー

東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
出
場
を
つ

か
ん
だ
福
士
海
渡
選
手
（
西
根
中
１
年
、
写

真
左
）
と
祖
利
目
大
晟
選
手（
寄
木
小
５
年
）

　
第
　
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

８５

選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
の

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
（
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
）

が
八
幡
平
市
で
代
替
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
来
開
催
予
定
地

の
新
潟
県
妙
高
市
が
開
催
辞
退

し
た
た
め
、

全
日
本
学
生
ス

キ
ー
連
盟
か
ら
打
診
を
受
け
て

決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
大
会
は
、
　
年
に
開
か
れ

２１

た
第
　
回
大
会
以
来
、
３
年
ぶ

８２

り
の
開
催
に
な
り
ま
す
（
ア
ル

ペ
ン
種
目
は
雫
石
町
で
開
催
）
。

　
こ
れ
で
、
４
年
連
続
で
全
国

規
模
の
ス
キ
ー
大
会
が
開
か
れ

る
八
幡
平
市
。
今
シ
ー
ズ
ン
も

八
幡
平
市
を
舞
台
に
、
全
国
の

選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

■
期
日
　
　
年
２
月
　
日

か

２４

２５

ら
　
日

ま
で

２９
■
会
場

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
　
田
山

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

▽
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
・
コ

ン
バ
イ
ン
ド
　
田
山
ス
キ
ー
場

ン
ス
▽
小
学
４
年
３
㌔

吉
田
優

翔
▽
同
１
～
３
年
１
㌔

安
保
翔


安
保
瑠
粋

【
女
子
】◇
ス
プ
リ
ン
ト
１
㌔
▽
中

学
生

佐
藤
朱
莉（
田
山
２
年
）▽

小
学
５
・
６
年

佐
藤
優
侑
（
田

山
）
▽
同
３
・
４
年

関
柚
月

（
田
山
）◇
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
▽
中
学

生
５
㌔

佐
藤
朱
莉
▽
小
学
４
年

３
㌔

関
柚
月


東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大

会
県
予
選
会
（
　
月
　
・
　
日
、

１０

２９

３０

盛
岡
市
・
県
営
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ほ
か
）

【
男
子
】▽
シ
ン
グ
ル
ス
▽
　
歳
以

１８

下

日
戸
祐
介
▽
　
歳
以
下

渡

１６

辺
大
樹（
西
根
中
３
年
）
伊
藤
寛

太
（
西
根
中
３
年
）

※
来
年
３
月
　
日
か
ら
宮
城
県
で

２８

　
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
出
場


全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
県

大
会
（
　
月
　
・
　
日
、
盛
岡

１１

１２

１３

市
・
県
営
武
道
館
）

【
女
子
】▽
個
人
無
差
別
級

遠
藤

真
那
美


県
中
学
校
新
人
大
会

■
柔
道
（
　
月
　
・
　
日
、
久
慈

１１

１９

２０

市
・
市
民
体
育
館
）

【
男
子
】▽
個
人
　
㌔
級

髙
橋
幸

８１

輝
（
西
根
第
一
２
年
）

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会（
イ
ン
カ
レ
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
を
八
幡
平
市
で
開
催

Title:322_111_329.ec9 Page:10  Date: 2011/11/30 Wed 15:13:12 

※料金はいずれも標準料金であり、地域や積雪の 
　状況、難易度により変更になる場合があります。 
　業者から事前に現地を見てもらい、見積も 
　りを取って金額を確認後、依頼してください。
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各課からのHOT LINE

担当行政区 氏　　名
駅前一区 菊池　登
駅前二区 佐々木　美香
上町 髙橋　早苗
仲町 佐藤　初江
下町一区 藤原　光子
下町二区 伊藤　宏子
下町三区 工藤　義則

松川
関　昇一
山子澤　孝子

山後 田村　まき子
岡村、山子沢 田村　市郎
大石平 三浦　ミネ
渋川 竹田　みよ
渋川開拓、白屋 鈴木　志賀子

北村
岩崎　清子
伊藤　セチ

両沼
工藤　久美子
佐々木　久法

中関 山口　敦子
五百森 工藤　曉子
中村 遠藤　勝子
間羽松 工藤　久美子
舘腰 伊藤　敏
町組 藤原　正志
高宮 渡邊　寛美　
薬師 本堂　良悦
上平笠 伊藤　吟子
中平笠 伊藤　忠一
下平笠 髙橋　慶子
南平笠 吉田　誠
東 工藤　幸子
大久保 田村　勇
共新 田村　征男
小福田 佐々木　寿子
大泉 田中　征七
駅前、わし森 鈴木　ハマ子
椛沢 髙橋　武志
笹目 田村　ハルエ

担当行政区 氏　　名
畑２区 村上　和子
荒屋新町 石田　トシエ
新町中央 三浦　榮吉
荒屋 藤田　フミ子

秋葉
工藤　久美
山本　恵子

曲田横間 畠山　修悦
五日市1区 盛内　康悦
五日市２区 羽澤　千代子
五日市３区 滝沢　信子
五日市４区 畠山　陽子

浅沢第1
佐藤　利栄
北口　美智子

浅沢第２ 齋藤　文子
苗石田 川又　喜美子
新興矢神 角舘　多恵子
栗木田、平長 三浦　静子
杉沢、田山上 安保　弘巳
田山下 大里　俊一
愛の山 安保　トキ
石名坂 三浦　松男
折壁 角舘　利雄
日瀬通 齊藤　政身
舘市 山本　幸弘
兄畑 関本　研子
兄川 関　ナミ

主任児童委員
担当行政区 氏　　名

大更地区 滝澤　ミツエ
田頭地区 工藤　園子
平舘、寺田地区 千葉　キミ子
松尾、野駄地区 葛　行彦
寄木、柏台地区 髙橋　誠子
荒沢地区 畠山　桂子
田山地区 三浦　睦子

担当行政区 氏　　名
松久保 本堂　ハツヨ
山崎 西山　辰男
堀切 松浦　利男
寺田新田 滝川　喜佐男
野口 遠藤　萬治
寺田 伊藤　實
帷子 遠藤　紘子
土沢 佐々木　禎
若谷地 柴田　弘子
川原目 小野寺　敦子
上関 伊藤　帝子
荒木田 中村　みつ子
舘沢 小野寺　良男
安比高原 山本　徹
小屋の沢、時森 田村　イク
大花森、松尾（一部）佐々木　美保子
松尾 工藤　アヤ子
中松尾 髙橋　キシ
野駄 佐々木　敏子
上野駄 山口　ノブ子
中沢、前森 米田　玲子
北寄木 田村　美知子

南寄木
石羽根　惠子
畑　初身

寄木新田 中軽米　景子
上寄木 鈴木　綾子
畑 畑　英子
金沢、八幡平温泉
郷（一部） 立花　國彦

八幡平温泉郷 圓子　涼子
柏台三丁目、二丁
目（一部） 工藤　富美子

柏台一丁目、二丁目 柳澤　勝子
細野、豊畑 立花　貞子

畑1区
立花　良子
立花　義弘

畑1区（一部）、畑
２区（一部） 戸澤　照子

地域に密着した相談役
民生委員・児童委員改選 ●詳しくは

　地域福祉課福祉総務係（☎・内線1166）

　民生委員・児童委員の改選が12月１日、全国一
斉に行われました。
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣が委嘱す
る非常勤の地方公務員で、生活や福祉全般に関す
る相談・援助活動を行う身近な相談役です。主任

児童委員は、複数の地区にわたり、児童委員の活
動を支援しています。各委員とも任期は、平成25
年12月１日から28年11月30日までの３年間です。
　ご自身の行政区を担当する委員に連絡を取りた
い場合は、上記担当係まで問い合わせください。

■各行政区の民生委員・児童委員と主任児童委員（敬称略） ※太字は、新任の委員です。
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市内の店でラーメン、カレーを食べて応募しよう
八幡平スタンプラリー開催中

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
男
女
が
共
同

し
て
地
域
を
活
発
に
す
る
方
法
を
模
索

　
市
商
工
会
で
は
、
八
幡
平
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
ラ
ー
メ
ン
＆
カ
レ
ー
編
】を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
市
内
36
店
の
対

象
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
商
品
券
が
も
ら
え
る
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

■
期
間　
平
成
26
年
２
月
28
日
㈮
ま
で【
同
日
、

応
募
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
】

■
参
加
方
法　
協
賛
店
で
ス
タ
ン
プ
用
紙
を
入

手
し
、
対
象
メ
ニ
ュ
ー
１
品
に
つ
き
１
個
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
ま
す
。
５
個
以
上
の
ス
タ
ン
プ

で
応
募
が
で
き
ま
す
。

■
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容　
集
め
た
個
数
に
応
じ

て
、
協
賛
店
で
使
え
る
商
品
券
が
抽
選
で
当
た

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
商
工
会
安
代
支
所（
☎
６
３
・

１
０
０
１
）ま
で
。

　
第
７
回
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
11
月
17
日
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、市
民
ら
約
70
人
が
来
場
し
、

社
会
で
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
株
式
会
社
サ
ラ
ダ

フ
ァ
ー
ム
、
ア
グ
リ
事
業
部
長
の
田
村
恵

さ
ん
が
「
地
域
の
元
気
の
源
～
パ
ッ
シ
ョ

ン
～
」
と
題
し
て
講
演
。
留
学
や
多
く

の
研
修
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
学
び
、そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

会
社
を
地
域
の
元
気
の
源
に
し
た
い
、

と
夢
を
語
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
県
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー

タ
ー
の
髙
橋
キ
ミ
子
さ
ん
＝
上
平
笠
＝

が
、『
国
立
女
性
会
館
男
女
共
同
参
画

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
修
』に

参
加
し
た
際
の
内
容
を
報

告
。
秋
田
県
大
館
市
の
活
動

事
例
や
東
京
都
立
川
市
の
女

性
自
治
会
長
の
活
躍
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
の
元
気
を

考
え
る
」と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、
こ
れ
ま
で
女
性
が
参
入

し
て
い
な
か
っ
た
業
務
を
女

性
が
担
当
す
る
こ
と
や
、
女

性
の
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
す

こ
と
に
、
地
域
活
性
化
な
ど

の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

女性の心のケアホットライン・いわて
　内閣府では、女性の心の悩みやドメス
ティックバイオレンス（配偶者や交際者から
の暴力）などについて、電話相談を受け付け
ています。通話料は無料です。
■電話番号　0120-240-261
■受付時間　月曜から金曜、午前10時から
午後５時まで 宮古市田老「ゆいとりの会」の手作り

作品の販売なども行われました

ふるさとの味まつり
～郷土の味を未来へ～

■日時　12月20日㈮、午前11時
15分から午後１時半まで
■場所　大更公民館会議室
■内容　西根・松尾・安代地区
の特色あるふるさとの料理全
12品目を500円で味わうことが
できます。市の豊かな食の恵み
を用意してお待ちしています。
　詳しくは、NPO法人七時雨
いきいきネットワーク（☎77-
2750）まで。

イベント

　
地
域
の
元
気
を
共
に
つ
く
ろ
う

　
　
　
　

第
７
回
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
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◎
第
８
回
市
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
兼
第
４
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
駅
伝
祭
り（
11
月
３
日
、
松

尾
総
合
運
動
公
園
特
設
コ
ー
ス
）　

※
優
勝
者
の
み
掲
載

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

◆
小
学
生
▼
１
・
２
年
▽
男
子　

田
村
悠
人（
松
野
ス
ポ
少
）
▽
女

子　
阿
部
美
莉
亜（
柏
台
小
１
年
）

▼
３
・
４
年
▽
男
子　
阿
部
遼
大

朗（
柏
台
野
球
ス
ポ
少
）
▽
女
子　

山
本
千
鶴（
寄
木
ス
ポ
少
）▼
５
・

６
年
▽
男
子　
小
林
龍
尚（
柏
台

野
球
ス
ポ
少
）
▽
女
子　
関
柚
月

（
田
山
ス
ポ
少
）
◆
中
学
生
▽
男

子　
高
橋
雅
矢（
松
尾
中
ス
キ
ー
）

◆
一
般　

▽
男
子　

渡
辺
良
平

（
松
尾
寄
木
）
▽
女
子　
川
又
ミ

ド
リ（
丑
山
口
）

■
交
流
駅
伝
祭
り

◆
小
学
生
▽
男
子　
安
代
ス
ポ
少

（
村
上
陸
和
、
小
山
田
怜
人
、
畠

山
夢
叶
、
黒
澤
英
崇
）
▽
女
子　

西
根
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団
Ｃ（
高
橋

彩
音
、小
武
方
愛
星
、伊
藤
夢
希
、

藤
原
佳
穂
）
◆
中
学
生
▽
男
子　

松
尾
中
ク
ロ
カ
ン
チ
ー
ム（
高
橋

雅
矢
、山
口
海
航
、大
橋
永
遠
、

高
橋
求
夢
）
▽
女
子　
松
尾
中

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
少（
伊
藤

瑠
華
、吉
川
遥
香
、八
角
舞
優
、

増
子
萌
菜
）

◎
第
21
回
東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
会（
10
月

５
・
６
日
、
安
比
高
原
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
コ
ー
ト
）

■
14
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス

▽
男
子
❶
祖
利
目
大
晟（
松
尾

中
１
年
）
▽
女
子
❸
髙
橋
優
実

（
寄
木
小
６
年
）　
※
両
名
と
も

平
成
26
年
３
月
27
～
29
日
に
宮

城
県
で
開
催
さ
れ
る
東
北
春
季

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場

予
定

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

　
「
大
地
の
恵
み
を
味
わ
う
会
～
八
幡
平
の

宴
～
」が
11
月
15
日
、
西
根
地
区
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
４
５
０
人
が
出

席
。
市
特
産
の
農
産
物
や
ブ
ラ
ン
ド
肉
を
食

材
と
し
て
生
か
し
た
創
作
料
理
や
郷
土
料

理
、
地
酒
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ワ
イ
ン

な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、「
М
ト
リ
オ（
ピ
ア
ノ
宮
暁
子
、

チ
ェ
ロ
三
浦
祥
子
、
バ
イ
オ
リ
ン
山
口
あ
う

い
）」に
よ
る
弦
楽
器
演
奏
や「
カ
ナ
ロ
ア 

フ

ラ
」の
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出

席
者
の
耳
や
目
も
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

市の特産品を堪能

大地の恵みを味わう会
～八幡平の宴

うたげ

～

❶弦楽器の演奏を聴きながら、大地の
恵みに舌鼓

❷テーブルには多くの料理がずらり
❸㈱わしの尾では「蔵人の唄」を披露
❹屋台コーナーの揚げたての天ぷらや

そばなどを求め、行列ができました
❺フラダンスに合わせた歌と音楽が会

場に響きました

東北春季ジュニアテニス大会に
出場が決まった祖利目大晟君

（右）と髙橋優実さん

❶

❷

❸

❹

❺
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

いざという時に備えて
市火災防御訓練

　市火災防御訓練が11月10日、田山小学校周辺で行
われました。
　訓練は、地震によって小学校から火災が発生した
ことを想定。消火用の水を遠距離から送るための訓
練や放水などを行い、実際に災害が起こった時の対
応を確認しました。また、訓練では、地域の方々に
よる火災時の煙体験なども行われ、参加者は、「前
が全然見えない」「どっちに行ったらいいか分から
なかった」と、火災の恐ろしさを再認識していました。

けがの状況によって応急救護の方法も変わります

交通事故を防止しよう
高齢者のための体験型交通安全講習

　高齢者のための体験型交通安全講習が11月６日、
大更公民館で開催されました。
　当日は、約50人が出席。県警職員による講習が行
われ、事故の起こりやすい薄暮の時間帯の危険性や
夜光反射材の重要性を学習しました。また、機械を
使い、自動車や自転車の安全運転を確認する講習も
あり、参加した佐々木イシエさん（77）＝駅前二区＝
は、「今回勉強したことを友人にも教えてあげたい
です」と、交通安全への意識を高めていました。機械を使って運転時の交通安全を確認

安代地区民生児童委員協議会と市
長とのフリートーク（11月12日、
ふれあいセンター安代）

西根第一中学校相撲部員が市相撲
関係者に全国大会準優勝を報告（11
月９日、八幡平営農経済センター）

台 風1 8 号 水 害 被 害 の チ ャ リ
ティー「歌謡と踊りの祭典」を開
催（11月23日、大更公民館）

逃げ遅れた人をはしごで救助する訓練

No.186◎2013．12． 5 12



長年の結婚生活を祝う
ダイヤモンド婚を祝う会

　ダイヤモンド婚を祝う会は10月31日、西根地区市
民センターで開催されました。
　ダイヤモンド婚とは、結婚60年を表すもので、当
日は、市内の対象37組の夫婦のうち28組が出席。会
では、杉の子保育園の園児による歌の披露などが行
われ、出席者を祝いました。高橋俊夫さん（83）、ヤ
エさん（80）夫妻＝落合＝は、「けんかもしましたが、
共に仕事に励んできました。60年は長いようで短
かったなと思います」と、結婚生活を振り返りました。

歌と踊りに多くの観客
第８回市老人クラブ芸能発表会

　第８回市老人クラブ芸能発表会は11月20日、西根
地区市民センターで開催されました。
　当日は、市民の方や関係者ら約400人が来場。市
老人クラブ連合会の瀬川清悦会長が、「堅苦しくな
らず、笑って肩の荷を下ろしてご覧ください」とあ
いさつした後、各老人クラブの発表が行われました。
観客の皆さんは、これまで練習してきた歌や踊りな
どが披露されると、芸達者な出演者たちに大きな拍
手を送り、発表を楽しんでいました。

各地区の代表に結婚60年記念の賞状が贈られました

科学の楽しさを伝える
西根中学校科学部員が実験ショー

　盛岡広域の中・高生（盛岡一高化学部、盛岡三校・
西根中・大宮中科学部）による実験ショーが11月３
日、盛岡市こども科学館で開かれました。
　ショーでは、西根中科学部の部員15人が、低気圧
や空気抵抗に関する実験を披露。訪れた子どもと一
緒に実験を行うなど、発表に工夫を凝らしました。
部長の猿走大志くん（２年）は、「科学の楽しさを知っ
てもらうため、これからも実験ショーをやっていき
たいと思います」と、今後の活動に意欲を見せました。子どもたちと実験する西根中学校の科学部員（同校提供）

舞台では華麗な踊りなどが披露されました

人権擁護委員が男女平等を訴え
るための劇を発表（11月10日、松
尾地区公民館）

劇団三ツ矢が入所者のために慰
問公演（11月６日、特別養護老人
ホーム富士見荘）
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介護のココロ
☎・内線1181　市地域包括支援センター

子育てNEWS
☎・内線1157　地域福祉課児童福祉係

市内保育所（園）の
入所申請を受け付けます

　26年度の保育所（園）の入所申請を次のと
おり受け付けます。
　すでに入所している園児は、別途、保育
所を通じて書類を提出してもらいますの
で、あらためて申請する必要はありません。
■受付期間　１月６日㈪から24日㈮　※申
請書は、12月16日㈪から市役所地域福祉課、
松尾・安代両総合支所、田山支所で差し上
げます。
■入所資格　保護者や同居親族などが、次
のいずれかの理由で保育できない幼児
❶家庭外で仕事をしている。
❷家庭内で家事以外の仕事をしている。
❸妊娠中、出産後間もない場合
❹病気や心身に障がいがあるなど
❺病気の人や心身に障がいがある人などの
看護、介護をしている。
❻火災や風水害などで被害を受け、その復
旧で保育ができない。
❼市長が認める❶～❻に類する理由

　

加
藤
伸
司

氏（
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修

仙
台
セ
ン
タ
ー

長
）を
お
招
き

し
開
催
し
た

「
認
知
症
セ
ミ

ナ
ー
」
に
は
、

２
９
２
人（
ふ

れ
た
ら
休
む（
30
分
程
度
の
昼

寝
）。

❷
家
族
支
援
と
家
族
の
心
構
え

●
介
護
者
が
健
康
で
あ
る
こ
と

●
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
を
探
す

●
相
談
す
る
人
や
場
所
を
確
保

す
る

●
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
使
う

　
認
知
症
の
問
題
は
、
他
人
ご

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
安
代
１
３
２
人
、

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
１
６
０

人
）の
方
か
ら
出
席
い
た
だ
き
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
、
認
知
症
の
種
類
や
症
状
、
治
療

薬
の
最
新
情
報
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
興
味
深
い
話
が
め
じ
ろ
押
し
で

し
た
。
講
演
の
内
容
か
ら
、
特
に
役

立
つ
情
報
を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

❶
認
知
症
予
防
の
公
式

「
こ
う
り
ゅ
う
」
閉
じ
こ
も
る
こ
と

な
く
、
多
く
の
人
と
交
流
す
る
。

「
う
ん
ど
う
」
無
理
の
な
い
運
動
を

継
続
し
て
行
う
。

「
し
ょ
く
じ
」
魚
・
野
菜
な
ど
を
中

心
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
。

「
き
ゅ
う
そ
く
」
無
理
を
せ
ず
、
疲

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
問
題

で
あ
り
、
地
域
の
問
題
で
も
あ
り
ま

す
。
認
知
症
介
護
は
、
家
族
だ
け
で

は
で
き
ず
、
大
き
な
不
安
と
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
と
介
護
す
る
家
族
を

周
囲
の
人
が
見
守
り
、
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
認
知
症
の

人
も
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。「
お
互
い
さ
ま
」

の
精
神
で
支
え
合
う
こ
と
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
、
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
健

康
福
祉
課
内
）ま
た
は
県
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー（
岩
手
医
科
大
学

附
属
病
院
内
、
☎
０
１
９
・
６
５

２
・
７
４
１
１
）ま
で
。

■各保育所（園）の予定事業など

施設名 定員 通
常
乳
児
延
長
一
時
休
日
障
が
い

土曜保育 受け入れ
年　　齢

公
立

寺田保育所 60人 ○ ○ ○ 松野保育
所で合同
保育

1歳～
松野保育所 100人 ○ ○ ○ ○ ○ 生後６カ月～
寄木保育所 60人 ○ ○ ○ 1歳～
柏台保育所 45人 ○ ○ ○ ○ 生後６カ月～
あしろ保育所 60人 ○ ○ ○ ○ ○ あしろ保

育所で合
同保育

生後６カ月～
あしろ保育所
畑分園 30人 ○ ○ ○ ３歳～

田山保育所 50人 ○ ○ ○ ○ ○ 生後６カ月～

私
立

東慈寺保育園 60人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生後６カ月～
杉の子保育園 60人 ○ ○ ○ ○ ○ ３歳～

森の子保育園 45人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生後８週～
２歳

平舘保育園 90人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生後８週～
大更保育園 90人 ○ ○ ○ ○ ○ 1歳～

※乳幼児（1歳未満）以外の受け入れ年齢は、平成26年４月1日
現在の年齢です。

※入園児が多いなどの理由で、新規の受け入れができない場合
があります。

※土曜保育の受け入れが可能な時間帯は、各保育所（園）で異な
りますので、市役所地域福祉課に備え付けの入所申し込み案
内をご覧ください。

多くの人が講演会に出席
（西根地区市民センター）
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教振のススメ
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文責：市教育振興運動
　　　推進協議会事務局
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
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あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆ 家庭が持つ教育振興の役割 ◆
　「教育の源流は家庭である」と言われます
が、保護者は家庭の教育力についてどのよ
うに考えているのでしょうか。文部科学省
の平成20年度調査（０歳～18歳の子供を持
つ20歳～54歳の父母3,000人）では、次のよ
うな結果が出ています。
▶家庭の教育力が低下している…38.6％
▶ある程度そう思う………………41.2％
　実に約８割の保護者が、「家庭の教育力
が低下している」と実感しています。それ
では、教育力を回復するために、家庭では
何をなすべきでしょうか。
　参考となるのは、文部科学省が実施した
全国学力・学習状況調査／生活習慣・学習
習慣調査のうち、秋田県の結果です。この

調査から、次のような子どもの姿が浮かび
上がってきました。
⃝小学生は、朝食を毎朝食べており、家族
と一緒に朝食・夕食を食べている。
⃝学校に持っていくものは登校前に確認
⃝就寝時間は午後10時よりも前で、携帯電
話は持たず、学習塾にも行っていない。
⃝地域の行事によく参加し、近所の人によ
くあいさつをする。

◆ 基本的な生活習慣づくりを ◆
　ここに表れた子どもの姿から、家族の大
切な役割として、家族が一緒に食事を取る
ことを中心とした「家族のだんらん」を意識
的に持つことと、「早寝早起き・朝ごはん」
に象徴される基本的な生活習慣づくりに責
任を持つことが挙げられるようです。

恒例のお菓子まきにたくさんの子どもが
参加（11月９日、平舘公民館まつり）

松尾中学校のジャズオーケストラ
GreenWindsが演奏を披露（11月
９日、まつお地区ふれあいまつり）

郷土芸能の発表が行われました（11月
９日、田頭平笠秋・実りまつり）
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意義）、ふるさとの心のよりどころを守っていく
こと。それらは、すぐには成果が見えづらいもの
かもしれませんが、とても大切なことです。いつ
もは身近にありすぎて、ついついないがしろにさ
れてしまうものも、いざ無くしてしまったとき、
失ってしまったものの大きさに気付くことでしょ
う。そうなってしまってからでは遅過ぎるのでは
ないでしょうか。

　ふるさとの誇りや文化を、守り、伝える。市博
物館は、これからも地域の大切な歴史、文化を守

　年末年始の長期休館を前に、貸出冊数の上限を
10冊までとします（視聴覚資料および松尾・安代
公民館図書室の資料を除きます）。
▶期間　12月14日㈯から12月27日㈮まで
▶年末年始の休館日　12月28日㈯から平成26年１
月３日㈮まで
※資料の返却は、返却ポストをご利用ください。

　読書マラソンは、26年１月９日㈭で終了します。
期日までに、レシートファイルの提出をお願いし
ます。

　ペットボトルを使った工作教室を開催します。
詳しくは、図書館へお問い合わせください。

　年の瀬が近づいてきました。ことしの事業につ
いて、多くの市民の皆さまのご支援、ご協力をい
ただきましたことを心からお礼申し上げます。
　歴史や文化、芸術などというものは、人が生き
ていくためには必ずしも必要となるものではあり
ません。しかし、人が人間らしく生き、未来を自
ら創造していくためには欠かすことができないも
のではないかと思っています。
　博物館の活動は、スーパーや薬局などのように
毎日皆さまの生活に必要となるものではありませ
ん。ですが、いざ、地域の歴史、文化が何らかの
要因で消えてしまうかもしれないといった危機に
直面したとき、それら歴史、文化を守っていくの
は、まぎれもなく地域博物館の役目であると考え
ています。
　自分たちのアイデンティティー（独自性、存在

　市博物館の使命

期間限定で貸出数が10冊に

守り、そして伝える

　ふるさとの歴史、文化を情報発信

読書を楽しむチャンスです ▶日時　26年１月９日㈭、午後１時から
▶場所　市立図書館会議室
▶定員　児童先着12人（保護者同伴可）　※定員に
なり次第、締め切ります。

冬休み工作教室を開催します

読書マラソンラストスパート

り、そして、魅力を発信し
続けていきます。どうか来
年も市民の皆さまの変わら
ぬご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。

（市博物館職員一同） 市博物館の職員

■■■　新着図書などの紹介　■■■
書　　名 著　者　名

私は負けない 村木 厚子
やさしく解説はじめての消費税 平林 亮子
子どもと親のためのワクチン
読本 母里 啓子

大江戸ドクター 和田 はつ子
黒書院の六兵衛　上・下 浅田 次郎
ジャーニー・ボーイ 高橋 克彦
すばらしい日々 よしもと ばなな
感染症とたたかった科学者たち　
※ 岡田 晴恵 ほか

やさしくわかる放射能　※ 山村 紳一郎 ほか
（書名の後ろに※が付いているものは、児童書です）
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（10月届け出分）

№ 99

広報クイズ
12月５日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ：�75-0469　
　☆メール：�koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　12月23日㈪　消印有効
◎第98回の正解�17人�◎応募者数　12人�◎正解者数　12人
◎当選者　三浦勝江さん（大更）、佐々木瞳さん（大更）、池田佐江子さん（松尾寄木）

名誉市民の江間章子さん。
ことしは生誕○年

■人口の動き【10月31日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,939（－15） 6,265（±０）
松尾地区 6,231（－８） 2,361（±０）
安代地区 4,964（－13） 1,887（－３）
合　　計 28,134（ー36） 10,513（ー３）
男　　性 13,577（－17）
女　　性 14,557（－19）

出生 15 死亡 29
転入 33 転出 55

項　　目 10月 累 計
人身事故 ６ 42
物損事故 50 484
負 傷 者 ６ 56
死 者 １ ４
飲酒運転 ０ ４
火 災 ０ ８
救 急 114 982

◎男の子
小笠原   明

あ き
希（勝宏・曜／両沼）

三浦　暁
きょうすけ

介（祐介・成子／共新）

泉山　優
ゆ う ま

真（一馬・成美／平長）

田村　陸
りく

（智弥・由希／山後）

工藤　喜
き い ち

市（哲・光世／荒屋）

◎女の子
中村　愛

あ か り
花李（裕二・咲子／上寄木）

立花　世
せ り

莉（亘・有希／南平笠）

橋本　彩
さや

（敏・尚美／新町中央）

井上　楓
かえで

（学・久美子／大石平）

上山　寧
ね ね

音（孝志・江里花／南寄木）

工藤　衣
い ち か

千花（奨・友紀／南平笠）

田村　香
かおり

（陵・好／山崎）

坂井　愛
あ い な

衣菜（創一・来衣愛／山後）

髙橋　美
み ゆ

結（良・智子／中平笠）

　日戸　孝大　　／渋川

　遠藤　茜　　　／帷子

　佐々木　誠　　／土沢

　鈴木　瞳　　　／野駄

　米田　和樹　　／盛岡市

　髙橋　菜摘　　／北寄木

　鎌田　正也　　／舘腰

　前川　理紗　　／滝沢村

　渡邉　徳也　　／山形県

　佐々木　郁子　／松尾

小野寺　茂　　　61歳　上関

角舘　登　　　　66歳　石名坂

山本　精市　　　91歳　兄畑

山本　スヅエ　　83歳　新町中央

遠　　春　　　　80歳　両沼

仙木　光枝　　　58歳　南寄木

山本　一　　　　72歳　舘沢

伊　　邦夫　　　　　　62歳　高宮

杣澤　ミエ　　　85歳　時森

昆野　千代治　　85歳　上寄木

田村　茂　　　　79歳　野口

立花　ヨネ　　　80歳　畑１区

髙橋　タケ　　　94歳　下平笠

佐々木　ミツ　　84歳　駅前二区

竹田　八重　　　88歳　大石平

立柳　修　　　　40歳　上野駄

関　廣道　　　　80歳　石名坂

中軽米　マキ　　79歳　寄木新田

髙橋　昭次郎　　86歳　大泉

八幡　ミコ　　　96歳　舘市

北口　リサ　　 101歳　浅沢第１

工藤　善五郎　　85歳　両沼

畑　正次郎　　　92歳　畑

遠藤　岩男　　　59歳　松久保

健やかに お幸せに

※掲載は届け出順で、届け出人が希望
した場合だけ載せています。（敬称略）

（
（
（
（
（
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　サラダファームのイルミネーション点灯
式が11月22日、同敷地内で開かれました。
　式には、平笠と田頭の学童保育クラブ
の児童約30人が参加。カウントダウンの
後、全員でスイッチを押すと、約20万個の
LEDライトが一斉に輝きました。その瞬
間、「わぁ」という感動の声を上げた子ども
たちは、まばたきもせず、幻想的な光に見
とれていました。

今月の表紙 色とりどりの光に囲まれて

▪編集後記
　市名誉市民の江間章子さんの生誕100年
を記念した行事をとおし、いかに江間さん
が慕われていたかが分かりました。私も一
目お会いしたかったなと思いました▶田山
小学校で行われた火災防御訓練。雨と強風
に見舞われましたが、多くの人が訓練に参
加しており、意識の高さを感じました。皆
さんお疲れ様でした▶ことしも残すところ
１ヶ月を切りました。大掃除をしっかりと
して、新年を迎えたいものです。（佐々木）

放射線などの測定結果について

　西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質の測定を行っています。
　その結果、10月31日、11月７日・
14日・21日の測定では、放射性物質
は検出されませんでした。
　内容は、市ホームページで公開
しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

県学生会館（東京）への 
入寮希望者を受け付け

　県学生会館（東京都豊島区）で
は、26年４月からの入寮生を募集
します。
■資格　県出身者で、寮から通学
可能な大学などに入学もしくは在
学する学生
■寮費　月額80,500円（朝夕２食
付）、入寮時100,000円
■募集期間　❶26年１月７日㈫
から２月４日㈫まで❷２月27日
㈭から３月13日㈭まで　
■面接会場　❶県学生会館（東京）
❷いわて県民情報交流センター

（アイーナ）
　申込方法など詳しくは、公益財
団法人岩手県学生援護会事務局

（☎03-3972-4783）まで。

農業高校の特別専攻科で 
農業を学んでみませんか

　県立盛岡農業高等学校では、特
別専攻科の学生を募集します。
■受験資格　❶26年３月に高等
学校を卒業見込みの人❷高等学校
またはこれに準ずる学校を卒業し
た人❸校長が高等学校を卒業した
人と同等程度の学力があると認
め、現に農業に従事している、ま
たは従事しようとしている人
■受付期間　12月９日㈪から26
年１月17日㈮まで　※時間は、
午前９時から午後４時半まで
■試験日　26年２月６日㈭
■試験場所　同校特別専攻科校舎
　詳しくは、同校（☎019-688-
4215）まで。

 

　

安代土地改良区で働く 
臨時職員を募集します

　安代土地改良区では、臨時職員
を募集します。
■募集人員　若干名
■職種　❶総務（パソコン操作、
会計補助）❷業務（パソコン操作、
現場監督補助）※簿記、土木施工
管理技士などの資格者優遇します。
■申込方法　12月27日㈮までに履
歴書を郵送（〒028-7533八幡平市
叺田103-9）または提出ください。
追って、面接日を連絡します。
　詳しくは、安代土地改良区（☎
72-2705）、関または小山田まで。

安代漆器センターで 
「お正月道具展」開催

　安比塗漆器工房では、お正月道
具展を開催しています。
■期間　12月28日㈯まで
■内容　お重、吸い物わん、片口、
ぐいのみ、箸など、お正月に使い
たい漆器を50点展示、販売
　詳しくは、同工房（☎63-1065）
工藤まで。
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

西根病院で26年1月から 
試験的に夜間診療を実施

　西根病院では、26年１月８日㈬
から毎週水曜日に夜間診療を実施
します。
■期間　26年１月から３月まで
■実施日　毎週水曜日
■診療時間　午後６時から９時ま
で　※受け付けは午後８時まで
　詳しくは、西根病院（☎76-
3111）まで。

多重債務でお悩みの方は 
相談窓口を利用ください

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、多重債務相談窓口を設けてい
ます。相談は無料です。
■相談専用電話　019-622-1637
■受付時間　月曜日から金曜日

（祝日、年末年始を除く）、午前８
時半から午後５時15分
　詳しくは、同事務所理財課（☎
019-625-3353）まで。

県民手帳と能率手帳 
26年版を販売中です

　市は、26年版の県民手帳と能率
手帳を販売しています。
■手帳の価格　県民手帳（600円）、
能率手帳（700円）
■販売期間　26年１月17日㈮まで
■販売窓口　市役所市長公室、各
総合支所地域振興課、田山支所
　なお、県民手帳と能率手帳は、
書店でも販売しています。農業日
誌、ファミリー日誌、新農家暦は、
販売元の解散により、販売中止と
なりました。
　詳しくは、市役所市長公室情報
統計係（☎・内線 1214）まで。

年 末 の く み 取 り は 早 め に 
業者に申し込みましょう

　毎年年末には、くみ取り依頼が
集中し、迅速な対応が困難となり
ます。ご理解をいただき、早めに
業者に申し込みください。
　詳しくは、盛岡北部行政事務組
合（☎74-2716）まで。

インフルエンザ予防接種 
医療機関の変更について

　市は、65歳以上の市民の人に、
インフルエンザの予防接種が可能
な医療機関をお知らせしていま
す。その中の「赤坂こどもクリニッ
ク」は、諸事情により、大人の予
防接種ができなくなりました。
　誠に申し訳ありませんが、ご理
解、ご協力をお願いします。
　詳しくは、市役所健康福祉課健
康推進係（☎・内線1172）まで。

これからの時期に増える 
油の流出事故に注意して

　毎年寒い時期になると、灯油が
河川に流出する事故が発生してい
ます。特に、ホームタンクをお持
ちの方は、次のことに注意してく
ださい。
❶ポリタンクなどに灯油を小分け
するときは、その場を離れず、バ
ルブをしっかりと閉める。
❷配管の周囲は適宜除雪して、積
雪による破損を防ぐとともに、除
雪の際は、配管を傷つけないよう
に気を付ける。
❸油漏れがないか確認する。
❹不要な灯油は周囲に捨てない。

就学前の子どもを対象に 
たからっこ広場を開催中

　NPO法人たからっこでは、就
学前の子どもとその家族を対象に
した集まり「たからっこ広場」を開
いています (予約は不要ですが、
弁当を持参ください）。
■開所時間　月曜日から土曜日、

（水曜日、祝日、年末年始を除く）、
午前10時から午後３時まで
■場所　大更学童・大更第二学童
保育クラブ施設内（大更25-55-13）　
　詳しくは、同法人（☎68-7677）
まで。

今なお残る拉致問題 
解決は国民的な課題

　毎年、12月10日から16日まで
は、北朝鮮人権侵害問題啓発週間
です。
　北朝鮮当局による日本人拉致問
題の解決は、わが国の重要な国民
的課題であり、国際社会を挙げて
取り組むべき課題です。
　私たちも、この問題についての
関心と認識を深め、拉致問題の１
日も早い解決を目指しましょう。

新しい電話帳を配布して 
古い電話帳は回収します

　NＴＴ東日本では、12月中に新
しい電話帳をお届けします。併せ
て、現在使用している電話帳を回
収しますのでご協力ください。
　詳しくは、タウンページセンタ

（☎0120-506309）まで。
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